












































調査対象者　中国上海に在住の大学生 267 名（男性 09 名，平均年齢 20.94 歳，SD=2.538，女性 58 名，平均年齢
20.22 歳，SD=.828）．日本の大学生 350 名（男性 72 名，平均年齢 8.70 歳，SD=.962，女性 78 名，平均年齢 8.64 歳，
SD=.367）．
調査期間　2004 年 9 月
質問紙　ファッションへの意識・行動に関する項目：「被服行動尺度」5 の 9 項目，及び，「ファッション・被服
関心度質問票」6 の 9 因子から「メディア情報性因子」「協調性因子」「心理面因子」「ファッションセンス因子」「セ
ックスアピール因子」「個性因子」「マテリアル因子」「消費因子」の 8 因子を基盤とし，各因子から本研究の目的
に適合すると考えられる項目 6 項目をピックアップした．更に、「被服関心度質問票」7 からは「快適さをもとめる」
因子を参考にし，合計 38 項目からなる質問紙を作成した．回答は「全くあてはまらない =」から「全くそのとお













が 3 つ以上であること，因子の解釈の可能性も考慮した結果，中国に関しては 28 項目 4 因子が抽出され，日本に
関しては，34 項目 6 因子が抽出された．説明率は，中国において 42.7%，日本においては 45.3% であった．中国，




子分析を行った．その結果，中国，日本，それぞれにおいて，2 因子が抽出され，最終的に中国に関しては 5 因子，
日本に関しては 7 因子を得た．更に，尺度における信頼性・妥当性を，クロンバックのα係数，及び，スピアマン
とブラウンの公式による折半法で測定した結果，中国における 5 因子，日本における 7 因子それぞれにおいて，一
部低い値のものも見られたが，全体的には高い，あるいは，程よい信頼係数が得られた．因子分析に関する結果を
表  から表 4，信頼性係数に関する結果を表 5，表 6 に示した．内容を吟味し因子名を以下のように命名した．中
国：第  因子「流行情報因子」，第 2 因子「流行採用因子」，第 3 因子「適切性因子」，第 4 因子「機能・快適性因
子」，第 5 因子「慎み重視因子」．日本：第  因子「流行情報因子」，第 2 因子「流行採用因子」，第 3 因子「機能・




第 3 因子・日本第 5 因子の「適切性因子」は T.P.O に合ったファッションを意識するものである．中国第 4 因子・
日本第 3 因子の「機能・快適性因子」は，ファッションにおける機能性及び着心地などの快適性に関するものである．
中国第 5 因子・日本第 6 因子の「慎み重視因子」は，セックスアピールの強いファッションに対してやや消極的反




























　消費項目の順位は，日本の女子の場合， 位「ファッションアイテム」，2 位「友人との外食」，3 位「親・家族
へのプレゼント」，4 位「本」，5 位「化粧品」，6 位「CD」，7 位「恋人へのプレゼント」，8 位「ギャンブル」で
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あった．中国上海の女子における消費項目順位は， 位「ファッションアイテム」，2 位「親・家族へのプレゼン
ト」，3 位「本」，4 位「友人との外食」，5 位「化粧品」，6 位「CD」，7 位「恋人へのプレゼント」，8 位「ギャンブ
ル」であった．日本の男子における消費項目順位は， 位「ファッションアイテム」，2 位「友人との外食」，3 位
「本」，4 位「CD」，5 位「恋人へのプレゼント」，6 位「親・家族へのプレゼント」，7 位「ギャンブル」，8 位「化
粧品」であった．中国上海の男子における消費項目順位は， 位「友人との外食」，2 位「親・家族へのプレゼント」，
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